
令和７年度 第９回 大和郡山市放課後児童クラブ代表者会議 

協議・決定事項 

○開催日時 

令和８年２月２５日（水）９：００～ 

○開催場所 

 大和郡山市城址会館 

○出席者 

 代表者会議委員 １０名 

 事務局 ３名 

○協議・決定事項 

２．研修会の報告及び今後の予定について 

 ・２月１０日に開催された「愛着障害に関する研修会」についての報告を行った。

当日は３０名の参加があり、奈良県立高等養護学校 永野 潔 氏に講師としてお越

しいただき、基本的な愛着障害に関する知識や経験に基づく対応方法等についての

内容で約２時間ご講義いただいた。当日のアンケート等では分かりやすい説明で次

年度以降また別のテーマでもご講義いただきたいといった感想を多くいただくこ

とができた。 

・次年度の研修会の予定について協議を行った。前回の代表者会議で６月に救急看

護に関する研修会を含めて４回程度の研修会を実施することとしたが、これまでの

実施内容を参考に残りの３回について事務局案を提示し検討した結果、９月に新人

職員を対象とした研修、１１月にアンガーマネジメントに関する研修、２月に保護

者対応に関する研修を実施する方向で引き続き検討を進めることとした。 

３．放課後児童クラブの運営移行について 

 ・放課後児童クラブの運営移行について協議を行った。前回の代表者会議で統一的



な運営についての方向性を協議した結果、運営全般についての統一案を作成する方

向で検討することとなったため、実施に関するスケジュール案と代表者会議で協

議・検討していくべき内容について事務局案を提示。協議の結果、次のような内容

ですすめることとした。代表者会議で協議・検討すべき事項として、大きく分けて、

組織の形態等に係る「運営形態について」、開所時間や利用料等実際の学童保育所

の運営内容に関する「運営方法について」、支援員等の職務内容や給与体系等に関

する「支援員等の処遇について」とし、記載の順番で代表者会議にて提示する事務

局案をたたき台にして協議・検討（内容により各学童保育所に持ち帰り意見を集約

することも想定）し、次年度上半期を目途に統一案の内容を決定することを想定。

決定した内容から随時必要な形での規定を制定し、すべての協議が完了した後に最

終的な規定を代表者会議で改めて確認、決定し、各学童保育所にアナウンスするこ

とを想定している。各学童保育所においてその内容を確認のうえ検討していただき、

令和９年４月から新体制への加入を希望する場合は令和９年の１月頃を目途に回

答いただき必要な手続を進めることとする。市予算の検討、確保を含めて必要な体

制を整えたうえで令和９年４月から新体制のスタートを切れるよう検討し準備を

進めて行く。なお、あくまで現時点での想定スケジュールであり協議の状況によっ

て前後する可能性あり。また、事務的な手続については細かいところを含めると多

岐にわたると考えられるが、すべての準備を完了したうえで新体制を開始するとな

るととても時間がかかってしまうことも想定されるため運営開始に支障のない部

分については実施時期を柔軟に対応することを想定している。また、新体制への加

入については開始当初のみに限らず、各学童保育所の状況に応じて希望があったタ

イミングで随時協議し手続を進めることを可能としたい。 

４．子ども・子育て支援交付金（事業継続支援事業）について 

 ・事業継続支援事業について事務局より報告を行った。国からの補助金で市から各



学童保育所への助成金の原資となる子ども・子育て支援交付金について、令和７年

度限りとなるが、追加の補助メニューとして事業継続支援事業が設定されたため、

追加の変更申請を行った旨報告。事業の概要としては、物価上昇といった厳しい環

境の中でも、安定的な事業運営を継続して提供できるように物品の購入等に係る経

費に対する補助を行うもの。１支援単位当たり年額５万円が上限となる。県からの

情報収集や他市の状況調査を行ったうえで実施が決定し次第、各学童保育所に申請

方法等についてご案内する予定。 

５．その他 

 ・各学童保育所の次年度の児童数や受入準備の状況について情報共有を行った。学

童保育所により児童数の増減は異なっているが、配慮が必要な児童の増加が見込ま

れるという意見があり対応方法等について情報交換を行った。 

 ・次回の代表者会議について 

令和８年３月２３日（月）９：００～ 大和郡山市城址会館にて開催予定 


